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Suggestion

指
針
」（
厚
生
労
働
省
／
平
成
18
年
3
月
）

は
、「
事
業
場
の
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
も
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
推
進

す
る
こ
と
」
を
う
た
っ
て
い
る
（
図
1
）。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、
こ
の

指
針
を
具
現
化
す
る
一
方
策
と
考
え
て

よ
い
。
心
の
健
康
づ
く
り
は
、
公
務
職

場
に
お
い
て
も
他
の
産
業
保
健
活
動
と

同
様
に
、
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
も
、
他
の
事
項
と
と
も
に
、
計
画

お
よ
び
実
施
事
項
の
一
部
に
組
み
込
ま

れ
、
改
善
を
重
ね
な
が
ら
進
め
て
い
く

も
の
で
あ
る
（
図
2
）。

企
画
か
ら
結
果
評
価
ま
で

実
施
者
の
役
割
に
つ
い
て

実
施
者
の
役
割
に
は
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
企
画
（
項
目
の
選
定
、時
期
、

評
価
基
準
の
設
定
な
ど
）
と
結
果
評
価

（
結
果
の
点
検
、
確
認
、
面
接
指
導
対
象

者
の
選
定
な
ど
）
が
含
ま
れ
る
。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
実
施
者
と
し

本
年
12
月
か
ら
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
」
制
度
が
施
行
さ
れ
る
。
4
月
に
は

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
指
針
（
心
理
的
な

負
担
の
程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査

及
び
面
接
指
導
の
実
施
並
び
に
面
接
指

導
結
果
に
基
づ
き
事
業
者
が
講
ず
べ
き

措
置
に
関
す
る
指
針
）、
5
月
に
は
労
働

安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
公

表
さ
れ
、
準
備
を
始
め
て
い
る
自
治
体

は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
運
用
が
滞
り
な

く
進
む
こ
と
は
も
と
よ
り
だ
が
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
を
効
果
的
な
施
策

と
す
る
た
め
に
は
、
目
的
を
理
解
し
、

事
業
場
内
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

と
の
連
動
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
本
稿
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
準

備
や
方
法
論
に
つ
い
て
記
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
中
で
の

位
置
づ
け
を
押
さ
え
て
お
く

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
主
目
的

は
一
次
予
防
、
す
な
わ
ち
、「
職
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
防
止
」
で

あ
る
。
副
次
的
な
目
的
と
し
て
二
次
予

防
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
気
づ

き
と
対
応
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

法
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
制
度
が
目

指
す
方
策
は
、
職
員
に
お
け
る
「
ス
ト

レ
ス
の
気
づ
き
と
対
処
の
支
援
」
と
「
職

場
環
境
改
善
」
が
主
体
と
な
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
事
後
措
置
が
重
要
で
あ
り
、

検
査
結
果
を
基
に
適
切
な
措
置
が
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
だ
け
で
、

効
果
が
上
が
る
わ
け
で
は
な
い
。「
労
働

者
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の

提
言
2
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

制
度
の
目
的
を
理
解
し
、
事
業
場
内
で
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
の
連
動
を
図
る
こ
と
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特集

心の健康づくり計画の策定

セルフケア

ラインによるケア

事業場内産業保健
スタッフ等によるケア

事業場外資源
によるケア

事業者による計画の策定
労働者による
ストレスへの気づき
ストレスへの対処等

管理監督者による
職場環境等の改善
個別の相談対応

産業医、衛生管理者等による
職場環境等の評価と改善
個別の相談対応や紹介
ネットワークの形成

事業場外資源による
医療サービスの提供
情報の提供

●事業場における
組織的な対策
の推進

●事業場の全員
が役割をもって
メンタルヘルス
を推進

●未然防止
 （予防）を重視

図1　労働者の心の健康の保持増進のための指針

組織づくりと計画 計画および実施事項
心の健康づくりの方針表明

組織づくりと目標の設定

心の健康づくり計画の作成

実　施

評価・改善

❶メンタルヘルス相談体制の確
立と運用

❷職場環境の改善

❸労働者・管理監督者職の教育・
研修（広報や情報提供を含む）

❹復職システムの整備

❺健康診断・健康相談を通じた
心の健康づくり（ストレス
チェックなど）

図 2　事業場における心の健康づくりの進め方
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て
自
治
体
の
産
業
保
健
職
が
関
わ
る
こ

と
は
重
要
と
な
る
。
必
ず
し
も
精
神
科

臨
床
に
精
通
す
る
必
要
は
な
く
、
何
ら

か
の
形
で
、
関
与
さ
れ
る
よ
う
に
組
織

化
さ
れ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

実
施
者
は
、
制
度
の
目
的
に
沿
っ
て
、

対
象
、
検
査
方
法
、
実
施
時
期
、
検
査

結
果
に
基
づ
い
た
措
置
、
評
価
の
た
め

再
検
査
ま
で
の
計
画
を
立
案
す
る
。

企
画
段
階
で
の
留
意
点
は
、適
宜
、（
安

全
）
衛
生
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
通

し
て
運
用
手
続
き
等
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
制
度
の
意
義
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
を
含
む
検
査
方
法
、
検
査
後

の
事
後
措
置
に
つ
い
て
職
員
に
十
分
な

説
明
を
し
、
積
極
的
、
か
つ
、
正
確
な

回
答
を
得
る
よ
う
に
す
る

―
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

調
査
票
の
特
性
（
限
界
）
を
知
り

戦
略
を
立
て
る

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
使
用
す
る
調

査
票
に
つ
い
て
は
、
一
次
予
防
を
主
目

的
と
す
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
ス
ト
レ

ス
要
因
・
ス
ト
レ
ス
反
応
・
修
飾
要
因

の
3
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票

が
薦
め
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
か

ら
は
、
簡
略
版
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
は
、

計
57
項
目
か
ら
な
り
、
回
答
時
間
は
10

分
程
度
で
、
図
3
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
受
検
者
の
ス
ト
レ
ス
状
態
に
つ
い

て
の
認
知
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

図
4
は
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い

る
高
ス
ト
レ
ス
者
選
定
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
い
わ
ゆ
る
高
ス

ト
レ
ス
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る

グ
ル
ー
プ
の
ふ
る
い
分
け
を
行
う
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
迅
速
に
実
施

可
能
な
検
査
で
、
無
自
覚
の
疾
病
を
暫

定
的
に
識
別
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（
疾
病
の
診
断
で
は
な
い
）。
有
病
者
中

の
検
査
陽
性
者
の
割
合
を
示
す
「
感
度
」

や
、
無
病
者
中
の
検
査
陰
性
者
の
割
合

を
示
す
「
特
異
度
」
と
い
っ
た
尺
度
の

特
性
が
あ
り
、こ
の
両
者
を
同
時
に
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
に
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
偽
陽
性
や
偽
陰
性
と
い
っ

た
測
定
誤
差
が
必
ず
生
じ
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
有
病
率
が
低
い
障
害
で
は

陽
性
反
応
的
中
度
は
低
い
（
誤
っ
て
陽

性
と
す
る
職
員
数
が
多
く
な
る
）
こ
と

図 3　ストレスプロフィール（結果の返し方）

高ストレス者に該当する者
❶「心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目」の評価点数の合計が高い者

❷「心理的な負担による心身の自覚症状に関する項目」の評価点数の合計が一定以上の者であって、
かつ、「職場における当該労働者の心理的な負担の原因に関する項目」及び「職場における他の労
働者による当該労働者への支援に関する項目」の評価点数の合計が著しく高い者

「
心
身
の
自
覚
症
状
」の
評
価
点
数

「心理的な負担の原因」＋「労働者への支援」の評価点数

高
い（
悪
い
）

低
い（
良
い
）

❶に該当する高ストレス者

❷に該当する
高ストレス者

基 準点 A、
B及びCは、
それぞれの
事業場の状
況に応じて
設定A

B

C
低い（良い） 高い（悪い）

図 4　高ストレス者選定のイメージ

（厚生労働省資料）

職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスの現状把握のためのマニュアル（東京医科大学衛生学公衆衛生学）
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制
度
の
趣
旨
お
よ
び
検
査
に
誤
差
が

存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
面
接
指

導
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
有

無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
と
も
に（
二

次
予
防
）、
職
場
の
ス
ト
レ
ス
要
因
に
関

す
る
情
報
を
収
集
す
る
と
い
う
考
え
方

は
重
要
で
あ
る
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
等
に
関
す
る
情
報

収
集
で
は
、
勤
務
の
状
況
・
職
場
環
境
・

生
活
状
況
（
図
6
）
を
尋
ね
、
就
業
配

慮
（
対
事
業
者
）・
保
健
指
導
（
対
職
員
）

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
す
る
。
就
業
上
の

配
慮
に
は
図
7
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

が
、
実
施
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
職
員

本
人
お
よ
び
職
場
の
状
況
が
許
す
か
ど

う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
、
助
言
・

勧
告
の
前
に
、
管
理
監
督
者
等
か
ら
職

場
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
。

面
接
者
が
労
働
現
場
の
実
態
を
熟
知

し
て
い
れ
ば
、
職
員
お
よ
び
管
理
監
督

者
・
人
事
労
務
担
当
者
と
の
共
通
認
識

で
、
就
業
状
況
や
業
務
内
容
を
確
認
し

た
う
え
で
、
も
っ
と
も
高
負
荷
の
業
務

は
何
か
、
改
善
で
き
る
点
は
何
か
検
討

が
可
能
と
な
る
。

も
理
解
し
て
お
く
。
必
然
的
に
、
検
査

の
事
後
措
置
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

カ
ッ
ト
オ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
る（
感

度
を
上
げ
る
）
こ
と
に
よ
り
見
落
と
し

は
少
な
く
で
き
る
が
、
一
方
で
、
面
接

指
導
の
負
担
は
大
き
く
な
る
。
カ
ッ
ト

オ
フ
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
る
（
特
異
度
を

上
げ
る
）
こ
と
で
、
疑
陽
性
は
少
な
く

な
る
が
、
見
落
と
し
は
多
く
な
る
。
検

査
に
よ
る
誤
差
を
認
識
し
な
が
ら
、
十

分
な
面
接
を
実
施
で
き
る
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
に
応
じ
て
、
企
画
を
検
討
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
気
づ
き
を
促

し
、
そ
の
後
の
適
切
な
行
動
を
支
援
す

る
と
い
う
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の

目
的
に
鑑
み
、
職
員
に
は
、「
適
切
な
行

動
」を
取
る
た
め
の
素
地
を
予
め
つ
く
っ

て
お
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
意
義
を
十
分
に
理
解

し
、
検
査
結
果
に
基
づ
い
て
行
動
し
て

も
ら
う
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
研
修
が

有
用
で
あ
ろ
う
（
図
5
）。
そ
し
て
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
検
査
結
果
に
基

づ
い
て
の
面
談
の
流
れ
が
、
各
自
治
体

で
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、

職
員
が
相
談
を
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

も
必
要
で
、
職
員
に
対
し
て
は
、
秘
密

を
守
っ
て
相
談
が
で
き
る
こ
と
の
保
証

と
周
知
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

は
信
頼
で
き
る
紹
介
先
の
確
保
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

面
接
指
導
で
は
、
一
次
予
防
に

資
す
る
情
報
収
集
を
行
う

面
接
指
導
の
要
件
は
、
高
ス
ト
レ
ス

で
本
人
が
希
望
し
た
場
合
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
者
は
、
面
接
指
導
を
行
っ
た

医
師
等
の
意
見
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ

て
、
就
業
上
の
配
慮
、
職
場
環
境
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

セルフケアの支援

労働者が学ぶべき事項

ストレスへの気づき ストレスへの対処 自発的な相談

aストレス及びメンタルヘルスケアに関する基礎知識
bセルフケアの重要性及び心の健康問題に対する正しい態度
cストレスへの気づき方
dストレスの予防、軽減及びストレスへの対処の方法
e自発的な相談の有用性
f事業場内の相談先及び事業場外資源に関する情報
gメンタルヘルスケアに関する事業場の方針

図 5　職員向けの教育研修

●勤務の状況
仕事の状況について（時間外勤務・休日出勤の状況、長時間
勤務があればその理由）等

●ストレス要因
職場の人間関係・役割の変化等

●心理的な負担の状況
抑うつ状態等

●保健指導・受診指導

●心身の状況
睡眠（時間、質）、うつ病やストレス関連疾患等

●周囲のサポートの状況

図 6　面接指導での聴取内容
●労働時間
時間外労働（制限・禁止）
就業時間短縮

●精神的緊張を伴う業務
業務内容変更・業務負荷軽減

●不規則な勤務の制限

●長い拘束時間・出張の多い業務の制限

●交替制勤務、深夜勤務、変形労働時間制の制限

図 7　就業上の配慮の例
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集
団
分
析
を
基
に
し
た

職
場
環
境
改
善
の
実
施
方
法

集
団
分
析
の
活
用
法
に
は
、
図
8
に

挙
げ
た
よ
う
な
も
の
な
ど
が
あ
る
。

事
業
場
の
事
情
に
応
じ
て
、
集
団
分

析
の
内
容
を
検
討
す
る
。
必
ず
し
も
職

場
環
境
改
善
を
全
職
場
に
行
わ
ず
と
も
、

高
ス
ト
レ
ス
者
の
頻
度
の
多
い
職
場
に

重
点
的
に
対
応
す
る
な
ど
の
運
用
が

あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
職
場
環

境
を
共
有
し
、
か
つ
業
務
内
容
に
つ
い

て
一
定
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
部
も
し

く
は
課
な
ど
の
集
団
に
つ
い
て
、
対
策

が
可
能
な
単
位
を
設
定
し
分
析
を
行
う
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
多
く
の
職

場
に
適
用
で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
結
果
は
抽
象
的
で
あ
る
。

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因
は
部
署
別

に
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し

て
そ
の
よ
う
な
得
点
に
な
っ
た
か
、
職

場
特
有
の
具
体
的
な
要
因
を
と
ら
え
て

対
策
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
に
含

ま
れ
て
い
る
12
項
目
の
集
計
か
ら
描
け

る
「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
」
に
よ
り
、

職
場
の
「
ス
ト
レ
ス
度
」
を
健
康
リ
ス

ク
と
し
て
表
現
で
き
、対
策
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
目
星
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

9
）。
こ
の
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
で

は
、
仕
事
の
量
的
な
負
担
、
仕
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
上
司
お
よ
び
同
僚
か
ら

の
支
援
を
測
定
し
、
全
国
的
な
基
準
と

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
の
基
準
よ
り
も
、
好
ま
し
く
な

い
要
因
が
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
が
、
ど

の
よ
う
な
理
由
で
発
生
し
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
何
が
自
分

た
ち
の
仕
事
を
忙
し
く
し
て
い
る
の
か

（
仕
事
の
量
的
な
負
担
）、
自
分
た
ち
の

思
う
よ
う
に
仕
事
が
で
き
な
い
の
は
ど

う
い
う
理
由
か
ら
か
（
仕
事
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
）、
上
司
の
目
が
行
き
届
か
な
い

理
由
は
何
か
（
上
司
の
支
援
）
と
い
っ

た
点
を
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
変
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

れ
ば
低
減
を
工
夫
す
る
。

改
善
案
抽
出
の
コ
ツ
は
、
変
え
ら
れ

る
も
の
と
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
区
別

す
る
こ
と
（
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

基
本
的
な
企
業
活
動
に
注
力
し
な
い
）、

自
分
た
ち
で
す
ぐ
で
き
る
こ
と
、
低
コ

ス
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
、
管
理
監
督

者
や
職
員
か
ら
の
意
見
の
聴
取
や
職
場

巡
視
、
現
場
の
職
員
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
具
体
的
な
提

案
が
期
待
さ
れ
る
。

具
体
的
な
改
善
案
を
検
討
す
る
に
当

❶職場ストレスの実態把握（サーベイランス）、
モニタリング

❷ストレスが気になる職場におけるストレス要因
の有無の調査

❸ハイリスク職場の同定

❹事業所内での職業性ストレス要因の比較

❺職場環境等改善対策の評価

❻職業性ストレス要因が健康に及ぼす影響の調
査研究

図 8　集団分析の活用

職場名
経理課
尺度名
仕事の量的負担
仕事のコントロール
上司の支援
同僚の支援
総合した健康リスク［＝（A）×（B）／100］

対象者数（人） 主な作業内容
20人 事務、伝票処理
平均点 読みとった健康リスク

8 .5
6 .4
6 .0
8 .8

(A)108

(B)112

121

仕事のストレス判定図（男性）

①所定のストレス調査
票（最少12 問）に、
従業員に回答しても
らいます。

②従業員の性別によっ
て判定図を選びます。

③１人１人の調査票か
ら４つの点数を計算
し、全員の平均を求
めます。

④職場の平均点を判定
図上にプロットしま
す。

⑤自分の職場のストレ
スの特徴を全国平均
（◇印）と比べて判
定します。

⑥斜めの線の値から、
健康リスクを読みと
ります。２つの図の
値を掛け合わせたも
のが総合した健康リ
スクになります。

仕
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
点
数
）

仕事の量的負担（点数）

上司の支援（点数）

11
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▲現業職　　◇全平均
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仕事量とコントロール
（自由度）のバランスが
やや悪い

上司の支援が
特に低い

この職場では仕事
のストレスにより健
康リスクが通常の
20% 増加と推定

同
僚
の
支
援（
点
数
）

同
僚
の
支
援（
点
数
）

図 9　仕事のストレス判定図

職業性ストレス簡易調査票を用いたストレスの現状把握のためのマニュアル（東京医科大学衛生学公衆衛生学）
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ス
ト
レ
ス
要
因
の
う
ち
、
あ
る
一
側

面
を
把
握
し
て
い
る
（
測
定
し
て
い
な

い
要
因
は
測
定
で
き
て
い
な
い
）
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
測
定
に
使
用
さ
れ
る
項
目

以
外
の
ス
ト
レ
ス
要
因
も
存
在
す
る
可

能
性
を
認
識
し
て
お
く
。
改
善
活
動
の

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
目
安
で
あ
っ
て

数
値
が
万
全
で
は
な
く
、
上
司
や
従
業

員
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
、
他
の
情
報

も
利
用
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。

お
わ
り
に

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
だ
け
で
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
は
改
善
し
な
い
。

そ
の
結
果
を
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
職
員
の
教
育
、
相
談
体
制
の
整

備
な
ど
が
必
要
で
、
そ
う
い
っ
た
イ
ン

フ
ラ
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
。
ス

ト
レ
ス
調
査
に
基
づ
く
職
場
環
境
改
善

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
、
京
都
府
、
高

知
県
、
福
岡
県
お
よ
び
大
牟
田
市
な
ど
、

い
く
つ
か
の
自
治
体
に
す
で
に
好
事
例

が
あ
る
。

方
法
論
な
ど
情
報
を
共
有
し
て
、
地

方
公
務
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が

進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

た
っ
て
、
具
合
が
悪
い
要
因
は
わ
か
っ

て
は
い
る
が
、変
え
ら
れ
な
い
場
合
、「
何

か
で
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
、事
業
場
の
活
動
と
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
な
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
や

代
替
と
な
る
対
策
を
多
面
的
に
考
え
る
。

弱
み
を
補
う
の
み
な
ら
ず
、
強
み
を
伸

ば
す
考
え
方
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

全
国
平
均
よ
り
も
良
い
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
も
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
行
っ
て
い
る
内
容
は
ど
う
い

う
も
の
で
、
現
状
よ
り
も
伸
ば
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
を
検
討
す
る
。
改
善
案

の
考
案
や
優
先
順
位
の
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
日
本
国
内
で
取
り
組
ま
れ
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
有
効
で
あ
っ
た

職
場
環
境
改
善
事
例
を
整
理
し
た
ア
ク

シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
、
有
用
な

ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

結
果
の
重
大
性
や
必
要
と
さ
れ
る
コ

ス
ト
に
鑑
み
、
対
策
の
優
先
順
位
を
つ

け
る
。
そ
の
時
点
で
改
善
が
で
き
な
く

て
も
、
課
題
を
記
録
し
て
お
き
、
条
件

が
整
え
ば
改
善
リ
ス
ト
に
挙
げ
る
よ
う

に
し
て
も
よ
い
。

優
先
順
位
が
決
ま
っ
た
ら
、
具
体
的

な
計
画
に
落
と
し
込
む
。
担
当
者
や
期

限
を
定
め
た
計
画
を
作
り
、
定
期
的
な

報
告
会
な
ど
を
設
定
し
て
進
捗
を
管
理

す
る
と
よ
い
。
活
動
の
評
価
の
た
め
に
、

効
果
指
標
は
複
数
設
定
し
て
お
く
。
究

極
的
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す

る
休
業
な
ど
の
指
標
の
改
善
を
み
る
こ

と
が
目
標
で
あ
る
が
、
一
次
予
防
の
効

果
発
現
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
、注
目
し
た
対
策
領
域
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
改
善
を
し
て
い
る
か
、
プ
ロ
セ
ス

（
活
動
の
実
行
具
合
）
に
も
着
目
し
て
、

十
分
な
効
果
が
な
い
場
合
に
は
さ
ら
に

工
夫
を
す
る
な
ど
し
て
、
P
D
C
A
を

回
す
よ
う
に
す
る
。

集
団
分
析
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
の
留
意
点

検
査
に
か
か
わ
る
全
員
が
、
目
的
を

十
分
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
、「
そ
の

職
場
の
管
理
者
の
成
績
表
」
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
る
と
、
正
確
な
検
査
が
で
き

な
い
。
集
団
分
析
は
、あ
く
ま
で
も
「
職

場
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
職
場
の

診
断
」
で
あ
る
の
で
、
無
記
名
で
も
可

で
あ
り
、
職
員
に
は
、
正
確
な
回
答
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
制
度
の
趣
旨
を
よ

く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

北
里
大
学 

医
学
部 

公
衆
衛
生
学 

教
授

堤
　
明
純
（
つ
つ
み
　
あ
き
ず
み
）

昭
和
62
年
、
自
治
医
科
大
学
医
学
部
卒

業
後
、
福
岡
県
技
術
吏
員
。
以
後
同
県

内
自
治
体
医
療
機
関
で
地
域
医
療
に
従

事
。
平
成
8
年
、
久
留
米
大
学
医
学
部

環
境
衛
生
学
講
座
助
手
、
12
年
同
講
師

を
経
て
、
13
年
岡
山
大
学
大
学
院
助
教

授
（
衛
生
学
・
予
防
医
学
分
野
）。
18
年

産
業
医
科
大
学
教
授
。
24
年
か
ら
現
職
。

日
本
産
業
ス
ト
レ
ス
学
会
理
事
、
日
本

産
業
衛
生
学
会
編
集
委
員
長
な
ど
を
務

め
る
。


